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解 答                                  

 

□1  (1) 1.53        (2) 52             (3) 
11

35
             (4) 

3

40
  

□2  (1) 630(円)       (2) 448(㎤)        (3) 3800         (4) 16(cm) 

  (5) 56(個)        (6) 216(㎠)        (7) 2
4

7
             (8) 230(mL) 

□3  (1) 22.5(度)        (2) 67.5(度)  

□4  (1) 21(個)         (2) 25(個)  

□5  (1) 6(通り)         (2) 10(通り)         (3) 9(通り)  

□6  (1) 352(㎠)        (2) 352(㎤)   

□7  (1) 16             (2) 46 

 

配 点 200 点満点   

□1  8 点×4  □2  10 点×8  □3  8 点×2  □4  8 点×2  □5  8 点×3  □6  8 点×2   

□7  8 点×2 

 

解 説 

□1  

(4) 
1

5×6
 ＋

1

6×7
 ＋

1

7×8
 ＝(

1

5
 －

1

6
 )＋(

1

6
 －

1

7
 )＋(

1

7
 －

1

8
 ) 

                     ＝
1

5
 －

1

8
  

           ＝
3

40
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□2  

(1) 姉と妹の持っているお金の金額を図にすると、 

 右のようになり、図の(□3 －□1 ＝)□2 が 420 円 

にあたります。 

図の□1 は、 

420÷2＝210（円） 

より、210 円となります。 

よって、姉が持っているお金は、 

   210×3＝630（円） 

 より、630 円です。 

 

(2) 直方体の体積は、 

   4×14×8＝448（㎤） 

 より、448 ㎤です。 

 

(3) 3847 の上から 3 けたの十の位を四捨五入するため、 

   3847→3800 

 より、求める数は 3800 です。 

 

(4) 右の図で、■は点 B を中心とした大きな円の半径、 

 □は点 D を中心とした小さい円の半径です。 

 BE の長さは■＋□、CE の長さは□＋□となるため、 

 □の長さは、 

   10÷2＝5（cm） 

より、5cm となります。 

よって、BD の長さ（■）は、 

  BE－DE＝13－5＝8（cm） 

より、8cm となるため、AD の長さは、 

  8×2＝16（cm） 

より、16cm です。 
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(5) 外側のひとまわりにならぶご石を右の図のように、 

4 つの太線のわくにわけます。 

1 つの太線のわくには、 

  15－1＝14（個） 

より、14 個のご石がならんでいます。 

よって、外側のひとまわりにならぶご石の数は、 

  14×4＝56（個） 

より、56 個です。 

 

(6) 立体を前後、上下、左右から見たときの面積は、1 辺 6cm の立方体と変わりません。 

 よって、この立体の表面積は、 

   6×6×6＝216（㎠） 

  より、216 ㎠です。 

 

(7) P＝
B

A
 とすると、 

   P×5
5

6
 ＝P×

35

6
 、P×1

5

9
 ＝P×

14

9
  

のどちらもが 1 以上の整数となります。 

よって、分数 P が最も小さくなるとき、 

分子は 6 と 9 の最小公倍数に、分母は 35 

と 14 の最大公約数となります。 

右の連除法より、6 と 9 の最小公倍数は、 

3×2×3＝18 

より、18 に、35 と 14 の最大公約数は 7 となります。 

よって、最も小さい分数は、
18

7
 ＝2

4

7
 です。 

 

(8) 1 人にわけるジュースの量
りょう

の差は、 

   250－200＝50（mL） 

より、50mL ずつで、全部でわける量の差は、 

  150＋100＝250（mL） 

より、250mL となります。 

これより、ジュースをわける人数は、 

  250÷50＝5（人） 

より、5 人となり、ジュース全体の量は、 

  200×5＋150＝1150（mL） 
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より、1150mL となります。 

よって、あまりなくわけるとすると、 

1150÷5＝230（mL） 

より、1 人に 230mL ずつわければよいことになります。 

 

□3  

(1) （図 1）のように、三角形 OAB をつくると、OA、OB 

 はどちらも円の半径であるため、三角形 OAB は二等辺三 

角形となります。 

角ウの大きさは、360 度を 8 等分した角度の 3 個分にあた 

るため、 

  360÷8×3＝135（度） 

より、135 度となります。 

よって、角アの大きさは、 

 (180－135)÷2＝22.5（度） 

より、22.5 度です。 

 

(2) （図 2）のように、直線 OC を引くと、AC が円の直径 

 になるため、OA、OC は一直線となります。 

また、三角形 OCD をつくると、OC、OD はどちらも円 

の半径であるため、三角形 OCD は二等辺三角形となり 

ます。 

角エの大きさは、360 度を 8 等分した角度の 2 個分にあ 

たるため、 

  360÷8×2＝90（度） 

より、90 度となります。 

よって、角オの大きさは、 

 (180－90)÷2＝45（度） 

より、45 度となります。 

  AB と CD が交わる点を E とすると、三角形 ACE で外角の 

  定理を使って、「角ア＋角オ＝角イ」となります。 

  よって、角イの大きさは、 

    22.5＋45＝67.5（度） 

  より、67.5 度です。 
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□4  

(1) ビー玉をやりとりした後も、2 人の個数の 

合計は変わらないため、右の図のように、 

やりとりした後のはるかさんの個数（図の 

□1 ）は、 

  (75＋9)÷(1＋3)＝21（個） 

より。21 個です。 

 

(2) はるかさんの持っているビー玉の個数の動きを考えると、はじめから 12 個へって、8 個ふえたこ 

とがわかります。 

  よって、はじめにはるかさんが持っていたビー玉の個数は、 

    21－8＋12＝25（個） 

  より、25 個です。 

 

□5  

(1) 女子の生徒 3 人から 1 人を選ぶと 3 通り、男子の生徒 2 人から 1 人を選ぶと 2 通りあるため、そ 

うじ当番の選び方は、 

  3×2＝6（通り） 

より、6 通りあります。 

 

(2) 図書委員 5 人を、○A 、○B 、○C 、○D 、○E とすると、下の樹形図より、図書委員 5 人から 3 人を 

そうじ当番として選ぶ組み合わせは、10 通りあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 男子の生徒が少なくとも 1 人が選ばれるような選び方は、図書委員 5 人から 3 人を選ぶ組み合わ 

せ全体から、男子が 1 人もいない（3 人がすべて女子となる）組み合わせを引くことで求められま 

す。 
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3 人がすべて女子となる組み合わせは 1 通りのため、男子の生徒が少なくとも 1 人が選ばれるよう 

な選び方は、 

  10－1＝9（通り） 

より、9 通りあります。 

 

□6  

(1) 展開図のすべての面の和が、立体の表面積と等しく 

なります。 

 この立体の各面のうち、（図 1）の面の面積は、 

   12×10－8×2－4×4＝88（㎠） 

  より、88 ㎠となります。 

  よって、この立体の表面積は、 

    88×2＋4×(8＋2＋4＋10＋8＋4＋4＋4) 

   ＝176＋4×44 

   ＝176＋176 

   ＝352（㎠） 

より、352 ㎠です。 

 

(2) 展開図を組み立ててできる立体は、（図 2）のような、 

 （図 1）の面を底面とした、高さ 4cm の立体となります。 

 よって、この立体の体積は、 

   88×4＝352（㎤） 

 より、352 ㎤です。 

 

□7  

(1) はじめの分数が
15

9
 のとき、分子と分母から同じ整数を引いた分数は、 

   
14

8
 、

13

7
 、

12

6
 、

11

5
 、

10

4
 、

9

3
 、

8

2
 、

7

1
  

の 8 個で、このうち、約分すると整数になるのは、
12

6
 、

9

3
 、

8

2
 、

7

1
 の 4 個となり、 

    
12

6
 ＋

9

3
 ＋

8

2
 ＋

7

1
 ＝2＋3＋4＋7＝16 

より、A は 16 です。 
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(2) はじめの分数が
139

113
 のとき、分子と分母から同じ整数を引いた分数のうち、約分して整数になるも 

のを考えます。 

分数の分子と分母から同じ数を引いても、その差は変わらず、 

139－113＝26 

より、26 となります。 

約分して整数になるためには、分母が「分子と分母の差の約数」である必要があります。 

※《補足 1》参照 

  

26 の約数は、 

   1、2、13、26 

 の 4 個あります。 

 分子、分母から引くことのできる整数は最も大きくて 112 までであるため、作られる分数の分母は、 

「1 から 112 まで」の数の範囲の中に入る必要があります。 

26 の約数「1、2、13、26」はすべてこの範囲に入るため、4 個すべてを分母とする分数を作ること 

ができます。 

※《補足 2》参照 

 

139

113
 の分子と分母から同じ整数を引いた分数のうち、分母が「1、2、13、26」となる分数を小さい 

方からあげてゆくと、次のようになります。 

    
52

26
 、

39

13
 、

28

2
 、

27

1
  

この 4 個の分数そのすべての和は、 

    
52

26
 ＋

39

13
 ＋

28

2
 ＋

27

1
 ＝2＋3＋14＋27＝46 

  より、A は 46 となります。 

 

  《補足 1：分母が「分子と分母の差の約数」である理由》 

 

分子と分母から同じ数をいくつ引いても、分子と分母の差はつねに 26 で変わりません。 

そのため、作られる分数はどのようなものであっても、
分母＋26

分母
 という形で表すことができま 

す。 

この分数を分解すると、1＋
26

分母
 となります。 
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この分数全体を整数にするためには、後ろの
26

分母
 が整数となる必要があります。 

したがって、分母は 26 を割り切れる数、すなわち「26 の約数」にならなければならない、という 

ことがわかります。 

 

  《補足 2：作ることができない分数がないかどうかの確認》 

 

「差の約数を求めて終わり」にしてしまうと、実際には作ることができない分数を余分に数えてし 

まうミスにつながります。 

求めた数の候補が、実際に作れる分数の範囲に収まっているかを確認する必要があります。 

 

たとえば、はじめの分数が 
60

10
 の場合を考えてみます。 

分子と分母の差は、(60－10＝)50 です。 

50 の約数は、「1、2、5、10、25、50」となりますが、分子と分母から引くことのできる整数は最 

も大きくても 9 までであるため、作られる分数の分母は 1 から 10 までの範囲にしかなりません。 

このとき、差の約数である「25、50」は分母の最も大きい値である 10 を超えているため、分母が 

「25、50」である分数を作ることはできません。 

したがって、実際に作ることができる分母は「1、2、5、10」の 4つだけになり、「25、50」 は除 

かなくてはなりません。 

今回の(2)では、約数がすべて範囲内に収まっていたためそのまま使えましたが、このようにすべ 

ての約数があてはまるか、確認することが重要です。 

 

 

 

 

 


